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作
品
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
の
決
め
事

─
高
木
厚
人
の
場
合
─

高　

木　

厚　
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日
展
、
朝
日
二
十
人
展
、
読
売
展
、
書
芸
院
展
、
日
本
の
書
展
、
臨
池
会
書

展
、
千
葉
県
展
、
千
葉
県
書
道
協
会
展
、
船
橋
市
展
、
船
橋
市
会
員
展
、
書
教

展
、
書
統
全
国
展
等
々
、
毎
年
一
年
間
に
出
品
す
る
作
品
は
大
小
あ
わ
せ
て
三

十
作
品
に
の
ぼ
る
。
今
年
は
何
を
書
こ
う
か
、
ど
ん
な
形
式
に
し
よ
う
か
と
そ

の
度
ご
と
に
考
え
る
の
は
時
間
も
か
か
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
消
耗
す
る
。
そ
こ

で
あ
る
時
、
一
つ
ず
つ
の
展
覧
会
に
テ
ー
マ
を
決
め
、
毎
年
シ
リ
ー
ズ
で
作
品

を
書
い
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
そ
の
決
め
事
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

１
．
ど
の
展
覧
会
に
は
ど
の
形
式
で
何
を
素
材
に
す
る
か
を
あ
ら
か
じ
め
決
め

て
お
く
。

（
例
）
日
本
書
芸
院
展
に
は
６
×
６
尺
形
式
に
全
紙
２
枚
を
左
右
に
貼
り
、
和

歌
一
首
を
散
ら
す
。

（
例
）
読
売
書
法
展
に
は
２
×
８
尺
縦
形
式
に
和
歌
一
首
あ
る
い
は
二
首
を
書

く
。

（
例
）
日
展
に
は
３
×
８
尺
横
形
式
に
和
歌
三
種
、
あ
る
い
は
四
首
を
散
ら
す
。

等
々
。

２
．
素
材
に
つ
い
て
は
現
在
は
右
の
例
に
つ
い
て
は
全
て
西
行
歌
を
書
い
て
い

る
。

３
．
作
品
構
成
を
考
え
る
時
に
は
必
ず
、
先
達
、
先
輩
の
作
品
（
と
き
に
は
作

品
の
一
部
）
を
用
意
す
る
。
決
し
て
自
分
一
人
で
は
考
え
な
い
。
優
れ
た

作
品
、
感
動
し
た
作
品
か
ら
イ
メ
ー
ジ
、
力
を
借
り
て
作
品
構
成
を
考
え

る
。

４
．
自
作
の
作
品
構
成
を
考
え
る
時
、
無
地
の
大
学
ノ
ー
ト
を
用
意
し
、
２
Ｂ
、

３
Ｂ
の
鉛
筆
を
用
い
て
あ
れ
や
こ
れ
や
と
考
え
て
み
る
。

５
．
一
応
の
草
稿
が
で
き
た
ら
筆
を
持
っ
て
目
標
の
大
き
さ
の
紙
に
書
い
て
み

る
。
そ
の
後
全
体
を
見
な
が
ら
修
正
を
加
え
る
。

６
．
今
回
掲
載
の
作
品
は
杉
岡
華
邨
先
生
の
御
作
「
述
懐
」
を
モ
デ
ル
と
し
た

作
品
で
あ
る
。
放
ち
書
き
が
主
体
で
あ
る
の
に
流
れ
が
あ
り
、
明
る
く
ゆ
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っ
た
り
と
し
た
作
品
で
あ
る
。

７
．
モ
デ
ル
と
す
る
作
品
に
近
い
雰
囲
気
に
な
り
そ
う
な
和
歌
を
山
家
心
中
集

の
中
か
ら
探
す
。
一
行
目
の
感
じ
、
二
行
目
の
感
じ
、
そ
し
て
右
側
に
戻

っ
て
の
三
、
四
行
目
の
感
じ
、
そ
れ
ら
を
見
な
が
ら
和
歌
を
探
し
て
い
く
。

８
．
こ
う
い
う
手
順
を
踏
み
書
き
上
げ
た
作
品
が
こ
こ
に
掲
載
し
た
作
品
で
あ

る
。
以
下
、
左
の
杉
岡
華
邨
先
生
の
作
品
と
右
の
高
木
の
作
品
と
を
比
べ

な
が
ら
、
ど
こ
か
ら
ど
う
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
取
り
、
ど
う
書
い
て

い
っ
た
か
を
追
い
か
け
て
み
た
い
と
思
う
。

Ⅰ
．
Ａ
「
述
懐
」
作
品
の
逆
形
式
の
構
成
を
真
似
す
る
こ
と
で
書
面
の
左
側
に

豊
か
な
文
字
集
団
が
出
来
る
よ
う
に
試
み
た
。
そ
し
て
そ
の
左
で
墨
を
入

れ
、
右
側
の
小
さ
な
集
団
に
戻
る
よ
う
に
散
ら
し
た
。

Ⅱ
．
左
集
団
一
行
目
、
二
行
目
共
に
、
放
ち
書
き
を
主
と
し
、
し
か
も
縦
線
は

左
へ
右
へ
、
右
へ
左
へ
、
と
左
右
に
重
心
を
移
動
さ
せ
な
が
ら
全
体
と
し

て
右
下
へ
と
行
が
流
れ
て
い
る
と
と
こ
ろ
を
真
似
た
。

Ⅲ
．
Ａ
作
品
は
（
138
×
50
×
２
）

　
　

Ｂ
作
品
は
（
160
×
45
×
２
）

と
大
き
さ
が
異
な
る
こ
と
と
、
Ａ
は
屏
風
、
Ｂ
は
パ
ネ
ル
な
の
で
中
央
に

縦
線
が
入
る
、
入
ら
な
い
の
違
い
が
あ
る
た
め
、
Ｂ
作
品
は
全
体
に
横
幅

を
ゆ
っ
た
り
出
す
よ
う
に
心
掛
け
た
。

Ⅳ
．
Ａ
で
は
30
文
字
で
書
き
あ
げ
て
い
る
が
、
Ｂ
で
は
「
春
」「
心
」「
山
」
と

漢
字
を
用
い
27
文
字
で
書
い
た
。
そ
の
た
め
、
文
字
が
大
き
く
使
え
た
と

思
う
。

９
．
以
上
の
よ
う
に
Ａ
作
品
を
モ
デ
ル
と
し
、
そ
の
作
品
の
成
り
立
ち
を
読
み

解
き
な
が
ら
真
似
で
き
る
と
こ
ろ
は
真
似
し
、
書
き
上
げ
た
作
品
が
Ｂ
作

品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
手
順
で
い
つ
も
、
い
い
な
あ
、
書
き
た
い
な
あ
と
思
う
作
品
を

目
標
と
し
て
作
品
制
作
を
続
け
て
い
る
。
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Ａ　

春
た
つ
日
の
う
た

「
述
懐
」

138×50㎝×２

杉
岡
華
邨
先
生
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Ｂ　
「
春
た
つ
日
の
う
た
」

160×45㎝×２

高
木
厚
人


